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Pick Up
今月のイベント

　

福
島
大
学
の「
猪
苗
代
湖
の
謎
に

迫
る
～
湖
底
堆
積
物
ボ
ー
リ
ン
グ
に

よ
る
成
果
の
講
演
会
と
学
習
会
」は

３
月
９
日
、
学
び
い
な
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　

同
大
は
昨
年
９
月
か
ら
11
月
に
か

け
て
猪
苗
代
湖
湖
心
部
の
掘
削
調
査

を
実
施
。
掘
削
し
た
堆
積
物（
地
層
）

か
ら
分
か
っ
た
湖
の
歴
史
や
環
境
の

変
化
な
ど
に
つ
い
て
、
同
大
共
生
シ

ス
テ
ム
理
工
学
類
の
長
橋
良
隆
教
授

が
講
演
し
ま
し
た
。

　

長
橋
教
授
に
よ
る
と
、
約
30
㍍
の

深
さ
ま
で
掘
削
し
た
地
層
は
、
大
部

分
が
黒
や
灰
色
な
ど
の
バ
ー
コ
ー
ド

状
に
な
っ
て
い
て
、
こ
れ
は
湖
に
浄

化
機
能
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の

で
あ
る
と
の
こ
と
。
こ
の
地
層
を
調

べ
た
と
こ
ろ
、
お
お
よ
そ
５
万
年
前

に
は
湖
が
形
成
さ
れ
、
約
４
万
２
千

年
前
か
ら
現
在
と
同
じ
湖
の
浄
化
機

能
が
働
い
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
そ

う
で
す
。

　

ま
た
、
採
取
し
た
地
層
に
は
火
山

灰
の
層
が
あ
っ
た
こ
と
も
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
約
３
万
年
前
に
九
州
南
部

で
起
き
た
巨
大
噴
火
の
火
山
灰
も
見

つ
か
っ
た
と
い
い
、
そ
の
厚
さ
は
６

㌢
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

最
後
に
長
橋
教
授
は「
今
後
も
研

究
を
続
け
、
過
去
の
湖
内
の
変
化
を

明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、

将
来
の
水
質
な
ど
の
予
測
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
」と
抱
負
を
述
べ
、
講

演
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

猪苗代湖の堆積物が
物語る新たな事実
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今月の表紙
猪苗代保育所の満了式
では、満了を迎えた児
童たちが恒例の「思い
出のアルバム」を歌い
ました。わが子の成長
を振り返り、涙を浮か
べる保護者とは対照的
に、子どもたちは元気
な歌声を会場に響かせ
ました

【撮影日】　３月 25 日
【撮影場所】　猪苗代保育所

　

町
教
育
施
設
適
正
配
置
等
推
進
委

員
会
は
３
月
25
日
、
前
後
公ひ

ろ
し

町
長

に
教
育
施
設（
小
・
中
学
校
）適
正

配
置
等
に
関
す
る
提
言
書
を
提
出
し

ま
し
た
。

　

町
議
会
議
員
や
幼
稚
園
、
小
・
中

学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
区
長
会
な
ど
で
組

織
す
る
同
委
員
会
で
は
昨
年
12
月
か

ら
４
回
に
わ
た
り
会
議
を
開
催
。小
・

中
学
校
の
統
合
・
再
編
に
つ
い
て
検

討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

提
出
に
は
鈴
木
美み

弥や

子こ

会
長（
町

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会（
以
下
、
町
連

Ｐ
）会
長
、
緑
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）と

澁
谷
美よ

し

江え

副
会
長（
町
連
Ｐ
副
会
長
、

猪
苗
代
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）が
町
役
場

を
訪
れ
、
前
後
町
長
に
提
言
書
を
手

渡
し
ま
し
た
。
前
後
町
長
は
「
提
言

書
を
尊
重
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
理

解
を
得
な
が
ら
、
な
る
べ
く
早
く
検

討
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
町
の
現
状
や
課
題
を

洗
い
出
し
、
少
子
化
や
学
校
施
設
の

老
朽
化
、
ス
ポ
少
・
部
活
動
の
選
択

幅
な
ど
様
々
な
意
見
や
質
問
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
中
で
も
、
少
子
化
に
よ

る
複
式
学
級
の
可
能
性
な
ど
が
問
題

化
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
出
さ
れ

た
意
見
や
提
案
を
も
と
に
、
次
の
よ

う
に
提
言
書
が
ま
と
め
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

「
猪
苗
代
町
教
育
施
設
（
小
学
校
・

中
学
校
）
適
正
配
置
等
に
関
す
る
提

言
書
」
※
抜
粋

　

本
推
進
委
員
会
に
お
い
て
は
、
平

成
19
年
８
月
の
「
猪
苗
代
町
教
育
施

設
適
正
配
置
等
に
関
す
る
意
見
書
」

を
基
に
、
学
校
施
設
の
適
正
配
置
等

に
関
し
て
前
述
の
と
お
り
重
点
的
、

具
体
的
に
検
討
し
て
き
た
。

　

協
議
、
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
今

後
出
来
る
だ
け
早
く
下
記
の
と
お
り

統
合
・
再
編
に
着
手
で
き
る
よ
う
提

言
す
る
こ
と
と
し
た
。

１　

子
ど
も
た
ち
の
安
心
・
安
全
な

　

学
習
環
境
の
整
備
と
均
衡
の
と
れ

　

た
学
習
効
果
を
確
保
す
る
た
め
、

　

町
内
中
学
校
か
ら
統
合
・
再
編
を

　

開
始
す
る
。

２　

中
学
校
は
１
校
と
し
、
現
在
の

　

猪
苗
代
中
学
校
敷
地
に
新
築
し
、

　

平
成
31
年
開
校
を
目
指
し
て
整
備

　

す
る
。

３　

小
学
校
に
つ
い
て
は
、
学
校
教

　

育
法
施
行
規
則
に
あ
る
適
正
規
模

　

に
近
づ
け
る
べ
く
、
中
学
校
整
備

　

後
、
現
在
あ
る
６
校
を
、
複
式
学

　

級
を
避
け
る
た
め
速
や
か
に
３
校

　

に
統
合
・
再
編
す
る
こ
と
。

４　

小
学
校
は
、
以
下
の
と
お
り
統

　

合
・
再
編
す
る
。

　

①
猪
苗
代
小
学
校
施
設
を
利
用
し
、

　

吾
妻
小
学
校
を
統
合
・
再
編
す
る
。

　

②
千
里
小
学
校
施
設
を
利
用
し
、

　

翁
島
小
学
校
を
統
合
・
再
編
す
る
。

　

③
東
中
学
校
施
設
ま
た
は
緑
小
学

　

校
施
設
を
利
用
し
、
緑
小
学
校
と

　

長
瀬
小
学
校
を
統
合
・
再
編
す
る
。

　

※　

東
中
学
校
施
設
、
緑
小
学
校

　

施
設
の
ど
ち
ら
を
利
用
す
る
か
に

　

つ
い
て
は
、
地
域
の
意
見
を
集
約

　

し
進
め
る
こ
と
。

５　

閉
校
と
な
る
施
設
で
、
耐
震
構

　

造
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
施
設

（（（
吾
妻
中
学
校
・
翁
島
小
学
校
・

　

長
瀬
小
学
校
管
理
棟
）
に
つ
い
て

　

は
、
管
理
上
危
険
な
た
め
、
速
や

　

か
に
取
り
壊
し
更
地
と
し
跡
地
の

　

有
効
活
用
を
図
る
こ
と
。
耐
震
構

　

造
が
確
保
さ
れ
て
い
る
施
設
に
つ

　

い
て
は
、
町
の
経
済
活
性
化
や
人

　

口
増
加
の
た
め
に
活
用
で
き
る
よ

　

う
な
利
活
用
を
図
る
こ
と
。

６　

各
学
校
の
区
域
が
広
範
囲
と
な

　

る
た
め
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
や
通
学

　

費
補
助
な
ど
の
支
援
を
き
め
細
か

　

く
設
定
す
る
こ
と
。

７　

閉
校
と
な
る
学
校
の
伝
統
・
特

　

色
や
地
域
の
歴
史
・
文
化
な
ど
を

　

継
承
し
つ
つ
、
統
合
・
再
編
を
進

　

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

猪
苗
代
町
の
将
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
が
切
磋
琢
磨
し
、
町
の
教
育
目

標
で
あ
る
「
生
き
る
力
」「
確
か
な

学
力
」「
健
や
か
な
体
」
を
確
実
に

身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
教
育
環
境

の
整
備
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
推
進
委
員
会
で
出
さ
れ
た

様
々
な
意
見
や
提
案
に
配
慮
し
な
が

ら
、
保
護
者
を
は
じ
め
地
域
の
合
意

形
成
を
図
り
、
迅
速
か
つ
積
極
的
に

本
施
策
を
推
し
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

小
学
校
を
３
校
、

中
学
校
を
１
校
に

町
教
育
施
設
適
正
配
置
推
進
委
が

町
に
提
言

【
問
い
合
わ
せ
】

教
育
総
務
課　

☎（
62
）５
６
７
７

前後町長（左から２人目）に提言書を手渡す鈴木会長（同３人目）と澁谷副会長（右端）。
左端は同席した土屋教育長
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　町民の皆さんからご意見などをお聞きし､ それを
行政に反映するため、町内公共施設に設置している
町民意見箱により提案や意見をお受けします。 

●町民意見箱「ご意見箱」
　町では、町民参加を推進し、町民と行政の協働に
よるまちづくりを進めるため、町民の皆さんから町
政に対するご提案などをお寄せいただく町民意見箱

「ご意見箱」を設置しています。お寄せいただいた
ご提案、ご意見などは、個人情報を除いて広報紙で
回答します。 
●町民意見箱の設置場所　　　　　　　　　　　　
　役場庁舎、町総合体育館（カメリーナ）、町体験
交流館（学びいな）
●回答方法
　「広報猪苗代」で回答します。

●記載について 
・記名、無記名は問いません。 
・用紙は備え付けていますが、様式は問いません。
・郵便やファクシミリでのご意見、ご提言もお待ち
しています。
※他人を誹謗中傷するもの、営業、宗教、政治活動
などに関するものはご遠慮ください。
※内容が町以外の機関（国、県など）に関するもの
の場合、町から該当する機関に内容を伝えますので
ご了承ください。

■町民意見箱に関する問い合わせや郵便・FAX によ
るご意見、ご提言の送付は下記までお願いします
　町総務課秘書広報係
　〒 969-3123　猪苗代町字城南 100
　☎ 0242（62）2111　FAX 0242（62）5175

皆さんの声をお聞かせください
より良いまちづくりのために

●成人式での身だしなみについて

【ご意見】
　ショール（襟巻き）は防寒着なので、成人式の式
典中は外させるようにしてほしい。

【回答】
　ご指摘のとおり、ショールはマフラーやコートと
同じ ｢防寒着｣ の類に属し、屋内、特に、改まった
席では外すのがマナーとされています。また、ショー
ルを身に着けたままでは、せっかくの着物の魅力を
損ねかねません。次回以降、成人式のご案内と併せ
て ｢大人の豆知識｣ として周知していきたいと思い
ます。

問生涯学習課　生涯学習係　☎（72）0180

町民意見箱「ご意見箱」
　町民意見箱「ご意見箱」に寄せられたご意見を紹介します。

ご意見ありがとうございます

●道の駅の整備について

【ご意見】
　道の駅に温泉を併設してほしい

【回答】
　（仮称）道の駅猪苗代では、これらの施設や地域
の情報を発信し、利用していただくことにより、地
域全体の活性化につなげる施設として整備します
が、現在のところ、温泉施設の設置は考えておりま
せん。
　しかし、「道の駅」の整備後につきましては町民
の皆さんや利用者からのご意見、ご要望を頂きなが
ら、施設の充実に向けた整備に努めます。

問建設課　都市整備係　☎（62）2118

～ステンドグラス制作参加者募集～

　町では、23 年度から中央商店街の街路灯をステ
ンドグラスにする取り組みを進めています。今年度
は道路両側の街路灯 50 基分、100 枚のステンドグ
ラスを制作します。
　デザインから仕上げまで、ステンドグラスアー
ティストの松崎徹

とおる

先生の指導のもとに、世界に一
つだけの、あなたの作品が町並みを彩ります。
　「作ってみたいけど、デザインを考えるのはちょっ
と…」という方のために、デザイン画も用意しまし
た。たくさんの方の参加をお待ちしています。

●制作日程　４月から 11 月ごろまで
●場所　まちのえき　まるしめ
●参加費　無料
●問い合わせ・申し込み　まちのえき　まるしめ
☎・FAX（85）7412

松崎徹先生プロフィル
千葉県出身。現在は沼尻で製作に励む。2004 年にはフランスのルー
ブル美術館で開かれた「パリ・美の解放展」で最高賞にあたるプレミ
ア賞を受賞（作品は町に寄贈され、学びいなに展示中）

【主な受賞歴】
・2002 年第１回全日本ステンドグラス美術展奨励賞
・2004 年フランス・パリ美の解放展 in ルーブルプレミア賞
・第４回エコロジー・アース・アート 21 展ＥＥＡ 21 工芸部門大賞
・フランス・アヴィニョン百藝際アビィニョン大礼賛賞

中央商店街を彩ろう！

昨年のステンドグラス制作の様子

24 年度に制作した作品の一部。猪苗代
にちなんだ風景や生き物、建物などをも
とにデザインされている。起上り小法師
がスキーをするユニークなものも
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歳
入
は
大
き
く「
自
主
財
源
」

と「
依
存
財
源
」の
二
つ
に
分
け

ら
れ
ま
す
。

　
「
自
主
財
源
」
と
は
、
町
が
自

主
的
に
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る

財
源
の
こ
と
で
す
。
町
の
主
要
な

財
源
の
一
つ
で
あ
る
町
税
を
は
じ

め
と
し
て
、
使
用
料
、
手
数
料
、

分
担
金
、
負
担
金
や
財
産
収
入
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
主
要
な
財
源
の
一

つ
で
あ
る
町
税
は
17
億
６
１
２
１

万
４
千
円
（
前
年
度
比
８
２
９
万

７
千
円
の
減
）
で
歳
入
全
体
の

21
・
４
％
を
占
め
て
い
ま
す（
内

訳
は
上
の
表
の
と
お
り
）。
こ
の

ほ
か
、
財
政
調
整
基
金
な
ど
か
ら

の
繰
入
金
が
８
憶
１
５
０
６
万
８

千
円
（
前
年
度
比
５
億
９
１
９
万

９
千
円
の
増
）、
雑
収
入
な
ど
の

諸
収
入
が
２
億
３
５
４
３
万
１
千

円
、
前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
は
前

年
と
同
額
な
ど
、
自
主
財
源
の
合

計
は
32
億
１
４
７
７
万
２
千
円
で
、

歳
入
全
体
の
39
・
１
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
「
依
存
財
源
」
と
は
、
国
や
県

か
ら
交
付
さ
れ
る
財
源
の
こ
と
で
、

地
方
交
付
税
、
国
庫
支
出
金
、
県

支
出
金
、
町
債
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

　

依
存
財
源
で
は
、
全
体
の
33
・

９
％
を
占
め
る
地
方
交
付
税
が
、

27
億
９
４
０
６
万
７
千
円（
前
年

度
比
４
７
０
５
万
９
千
円
の
減
）。

町
債
は
、
川
西
認
定
子
ど
も
園
整

備
事
業
な
ど
を
見
込
み
、
８
億

円
と
な
り
ま
し
た
（
前
年
度
比

４
９
２
０
万
円
の
増
）。

　

町
債
の
借
り
入
れ
に
当
た
っ
て

は
、
交
付
税
措
置
の
あ
る
有
利
な

も
の
を
選
ぶ
な
ど
、
負
担
が
軽
減

で
き
る
よ
う
に
努
め
ま
し
た
。国
・

県
の
負
担
金
、
補
助
金
や
地
方
消

費
税
交
付
金
な
ど
、
依
存
財
源
の

合
計
は
50
億
１
７
２
２
万
８
千
円

と
な
り
歳
入
全
体
の
60
・
９
％
を

占
め
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
、
限
ら
れ
た
財
源
の
効
率
的

な
活
用
に
努
め
ま
す
。
行
財
政
改

革
の
推
進
に
よ
り
事
務
事
業
を
徹

底
的
に
見
直
し
、
経
費
の
節
減
・

合
理
化
を
進
め
る
一
方
、
重
点
施

策
を
選
別
し
て
編
成
し
ま
し
た
。

　

歳
出
の
17
・
１
％
を
占
め
る

総
務
費
は
、
町
の
全
般
的
な

管
理
な
ど
に
使
わ
れ
る
費
用
で
、

14
億
６
５
３
万
４
千
円
（
前
年
度

比
６
億
２
０
７
１
万
４
千
円
の

増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
続
く
の
が
、
社
会
福
祉

や
児
童
福
祉
な
ど
に
使
わ
れ
る

民
生
費
で
す
。
全
体
の
16
・
３
％
、

13
億
４
５
０
６
万
円
（
前
年
度
比

79
万
５
千
円
の
減
）
を
占
め
て
い

ま
す
。

　

そ
の
次
に
続
く
の
が
、
町
道
や

町
営
住
宅
の
整
備
・
管
理
、
除

雪
な
ど
に
使
わ
れ
る
土
木
費
で
、

全
体
の
16
・
０
％
、
予
算
額
は

13
億
１
６
１
９
万
７
千
円
（
前
年

度
比
３
１
３
０
万
３
千
円
の
減
）。

　

以
下
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学

校
、
生
涯
学
習
や
ス
ポ
ー
ツ
振

興
な
ど
に
使
わ
れ
る
教
育
費
が
、

全
体
の
15
・
６
％
、
予
算
額
は

12
億
８
７
２
５
万
４
千
円
（
前
年

度
比
２
７
１
４
万
５
千
円
の
増
）。

借
入
金
償
還
の
た
め
の
公

債
費
が
全
体
の
11
・
７
％
、

９
億
６
２
１
６
万
８
千
円
（
前
年

度
比
１
７
８
９
万
９
千
円
の
減
）。

　

商
工
費
は
５
億
60
万
５
千
円

（
前
年
度
比
４
８
３
７
万
９
千
円

の
増
）。衛
生
費
は
４
億
７
９
０
８

万
６
千
円
（
前
年
度
比
３
７
７
９

万
４
千
円
の
減
）。
農
林
水
産
業

費
が
４
億
４
６
９
０
万
７
千
円

（
前
年
度
比
４
２
４
４
万
５
千
円

の
増
）な
ど
と
続
き
、
消
防
費
は

３
億
２
２
０
６
万
５
千
円
（
前
年

度
比
３
７
２
２
万
４
千
円
の
減
）。

議
会
費
は
１
億
１
０
２
９
万
円

（
前
年
度
比
９
０
７
万
円
の
減
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

25
年
度
の
主
な
事
業

　

本
年
度
中
に
実
施
す
る
主
な
事

業
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
川
西
認
定
こ
ど
も
園
整
備
事
業

　
　
　

２
億
４
０
４
５
万
１
千
円

▽
防
災
行
政
無
線
更
新
事
業　

　
　
　
　
　
　

３
億
２
３
０
万
円

▽
旧
町
立
病
院
耐
震
改
修
事
業

　
　
　
　
　

１
億
６
２
９
３
万
円

▽
旧
吾
妻
第
二
小
学
校
屋
内
運
動

場
大
規
模
改
修
事
業

　
　
　
　
　
　

１
億
90
万
７
千
円

▽
道
の
駅
整
備
事
業

　
　
　
　
　

６
５
３
４
万
７
千
円

■平成 25 年度予算

一般会計予算は

健
全
で
安
定
し
た
町
の
財
政
を
目
指
し
た
25
年
度
の
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
当
初
予
算
の
総
額
は
、
82
億
３
２
０
０
万
円
と
、
前
年
度
に
比
べ

６
億
３
２
０
０
万
円（
８
・
３
％
）増
加
し
て
い
ま
す
。

全
国
的
に
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
財
源
を
効
率
的

に
配
分
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
進
め
ま
す
。
25
年
度
予
算
の
あ
ら
ま
し
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

82 億 3,200 万円

一
般
会
計

   

歳
入

一
般
会
計

   

歳
出

町税
17億6,121万4千円
（21.4％）

地方交付税
27億9,406万7千円
（33.9％）

町債
8億円（9.7％）

繰入金
8億1,506万8千円
（9.9％）

諸収入
2億3,543万1千円
（2.9％）

繰越金
1億5,000万円
（1.8％）

県支出金
5億6,096万円（6.8％）

国庫支出金
5億8,515万3千円
（7.1％）

使用料及び手数料
分担金及び負担金
財産収入・寄付金
2億5,305万9千円
（3.1％）

地方消費税交付金・地方譲与税・自動車取得税交付金
地方特例交付金・ゴルフ場利用税交付金・利子割交付金
交通安全対策特別交付金・配当割交付金・株式等譲渡
所得割交付金
2億7,704万8千円（3.4％）

町税の内訳

対前年度比予 算 額

予 算 額区 分 予 算 額区 分

会 計 名

猪苗代地区財産区

翁 島 地 区 財 産 区

長 瀬 地 区 財 産 区

吾 妻 地 区 財 産 区

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

下 水 道 事 業

特定環境保全下水道事業

農業集落排水事業

簡 易 水 道 事 業

合　　　　　計

1,034万3千円

234万7千円

1,357万1千円

806万9千円

17億8,765万7千円

13億9,202万3千円

5億7,094万4千円

1億5,920万6千円

2億1,167万9千円

1億5,914万4千円

44億7,540万7千円

2億9,635万7千円
　　　　（対前年度比△0.2％）

2億9,076万7千円
（対前年度比△0.1％） 

6,523万8千円
（対前年度比△40.0％）

266万円
（対前年度比△11.3％）

38.4％

△9.3％

△40.1％

△2.4％

2.2％

後 期 高 齢 者 医 療 1億6,042万4千円

3.0％

△15.0％

9.9％

△26.6％

30.5％

△1.1％

収入

支出

収入

支出

収 

益 

的

資 

本 

的

※資本的収支の不足額6,257万8千円は、当年度分損益勘定留
保資金から補てんします。

水道事業会計予算

特別会計予算
議会費
1億1,029万円
（1.3％）

総務費
14億653万4千円
（17.1％）

民生費
13億4,506万円
（16.3％）

衛生費
4億7,908万6千円
（5.8％）

農林水産業費
4億4,690万7千円
（5.4％）

商工費
5億60万5千円
（6.1%）

土木費
13億1,619万7千円
（16.0％）

消防費
3億2,206万5千円
（3.9％）

教育費
12億8,725万4千円
（15.6％）

災害復旧費
2,583万4千円
（0.3％）

公債費
9億6,216万8千円
（11.7％）

予備費
3,000万円
（0.4％）

1.8％

区 分 予 算 額 対前年度比

町 民 税

固定資産税

軽自動車税

町たばこ税

特別土地保有税

入 湯 税

合　　計

5億3,195万1千円 2.8％

△5.3％

2.3％

21.5％

0％

54.8％

△0.5％

10億3,030万5千円

3,482万4千円

1億3,424万1千円

1万円

2,988万3千円

17億6,121万4千円

予 算 額区 分 予 算 額区 分

4,869万1千円
（前年度額 5,702万8千円）

5,193万1千円
（前年度額 6,135万2千円）

1億4,218万5千円
（同 1億6,218万6千円）

 536万円
  （同 1,397万4千円）

収入

支出

収入

支出

収 

益 

的

資 

本 

的

病院事業会計予算

※収益的収支の不足額324万円および資本的収支の不足額1億
3,682万5千円は、基金から補てんします。

自 主
財

源

依

存

財 源

歳入歳出
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      小学校でも元気に頑張るぞ
　猪苗代保育所と中の沢保育所の満了式は 3 月 25
日、それぞれの保育所で挙行されました。猪苗代保
育所では、男女合わせて 17 人が満了を迎えました。
　別府昭男所長が保育証書を手渡した後、「保育所
の楽しい思い出を忘れずに、元気に小学校に通って
ください」とあいさつ。続いて浅井紘

ひ ろ

子
こ

教育委員が
「保育所のときよりもっと強い子になって、立派な
小学生になってください」と祝辞。前後公町長が「満
了のお祝いに『ありがとう』という世界一美しい言
葉を送ります。ありがとうの気持ちを忘れず、小学
校に行っても頑張ってください」とお祝いの言葉を
述べました。
　満了児らが「楽しかった保育所とも今日でお別れ
です。僕たち、私たちは、元気な１年生になります」
とお別れの言葉を述べた後、「思い出のアルバム」
を歌うと、父母の目には涙が浮かびました。

写真上　満了児に保育証書が
手渡されると、保護者や在籍
児たちから大きな拍手が送ら
れた
写真下　０歳児から５歳児ま
でのすべての児童と握手をし
て退場する満了児ら

　  こども園で初めての卒園式
　町内４幼稚園とさくらこども園では３月 18 日、
一斉に修了証書授与式が挙行されました。初めての
修了証書授与式が行われたさくらこども園では、男
女合わせて 20 人が卒園を迎えました。
　修了証書を受け取った園児らは、直っすぐ後ろに
いる保護者のもとへ。「ありがとうございました」
とお礼の言葉をかけながら修了証書を手渡すと、保
護者の目からは涙があふれました。
　卒園児全員に修了証書を授与した後、別府昭

あ き

男
お

園
長が「小学校ではもっと楽しいことや優しいお兄さ
ん、お姉さんたちが待っています。早く仲良くなっ
て、元気に通学してください」と式辞を述べました。
　在園児が「おわかれのうた」を歌うと、卒園児ら
は在園児や先生にお別れの言葉を述べ、「さよなら
ぼくたちの　こどもえん」を元気いっぱいに歌って
思い出の詰まった園舎を後にしました。

写真上　別府園長から修了証
書を受け取る卒園児
写真下　「ここで過ごした時
間は宝物です。僕たちはこの
思い出を胸に１年生になりま
す」とお別れの言葉を述べる
園児ら A N

　  数えきれない思い出と共に
　町内６小学校の卒業証書授与式は 3 月 22 日、各
校で行われました。翁島小学校では男子５人、女子
７人が卒業を迎えました。
　橋本千

ち

賀
か

子
こ

校長は「つまづいたり、失敗したりし
ても投げ出さず、自分の力で苦難を乗り越えていっ
てほしい。皆さんの中学校での活躍を心から期待し
ています」とはなむけの言葉を贈りました。土屋重

し げ

憲
の り

教育長が「中学校で考える力や心を鍛え、将来の
可能性を広げてください」と告辞。前後公

ひろし

町長は「今
までお世話になった人たちへの感謝の気持ちを忘れ
ず、ここでの経験を誇りに、自分の力を信じて未来
を切り開いてほしい」と祝辞を述べました。
　卒業生らは６年間の思い出を振り返った後、「伝
統ある翁島小学校で学んだ数々の教えを忘れず、希
望あふれる未来に向かって力いっぱい頑張ります」
と別れの言葉を述べました。

写真上　「おめでとう」橋本
校長のお祝いの言葉と共に、
卒業生一人一人に卒業証書が
手渡された
写真下　大きな拍手の中、数
えきれない思い出を胸に退場
する卒業生たち

lementary schoolE

D
スクールトピックス ＆ ニュース INAWASHIRO

indergartenK

ursery schoolNunior high schoolJ

　  町内の中学校で涙の卒業式
　町内３中学校の卒業証書授与式は３月 13 日、各
校で行われました。吾妻中学校では、21 人の卒業
生が勉強や部活動に全力で取り組んだ思い出の校舎
を後にしました。澤崎俊

と し

哉
や

校長は「皆さんは向上心
にあふれ、心豊かなたくましい人。吾妻中学校を巣
立った後も、自分の力を信じて堂々とそれぞれの道
を歩んでいってほしい」と式辞。土屋重

し げ

憲
の り

教育長の
告辞に続き、大川原久

ひ さ

夫
お

副町長、渡部博
ひ ろ

幸
ゆ き

町議会副
議長、二瓶和

か ず

夫
お

ＰＴＡ会長らが祝辞を述べました。
　在校生代表の鈴木麻

ま

真
み

さんが「先輩たちが残して
くれたすばらしい伝統と輝かしい実績を引き継いで
いく」と送辞を述べた後、卒業生代表の磯谷海

ひろみ

さん
が「この３年間で学んだことを糧とし、仲間との思
い出を支えに、吾妻中学校の卒業生としての誇りを
自覚を持って困難を乗り越えていく」と力強く決意
を述べました。

写真上　退場する卒業生たち。
３年間の思い出が頭をよぎり、
涙があふれます
写真下　「吾妻中の卒業生の
誇りと自覚を持って困難を乗
り越えていく」と答辞を述べ
た磯谷さん
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まちのわだい
TOWN  TOPICS

　ヘッド・ジャパンのスキートレーニングは３月１日、グランド
サンピア猪苗代リゾートスキー場で開催されました。
　子どもたちのアルペンスキー技術向上を目的に開かれたもの
で、当日は町内の小・中学生、高校生や保護者ら約 50 人が参加
しました。アルペンスキーＷ杯のスーパー大回転で最高齢優勝記
録を持つ元リヒテンシュタイン代表のマルコ・ビュッヘルさんが
講師を務め、ターンでの加重のしかたやクローチングの姿勢など
を指導。子どもたちは世界トップレベルの技術を学ぼうと、真剣
に聞き入っていました。

元Ｗ杯レーサーが技を伝授
猪苗代リゾートスキー場で講習会

クローチングを指導するマルコ・ビュッヘルさん（右）

図書充実のために役立てて
町一般廃棄物協同組合が町に寄付

町役場を訪れた大友組合長（右から３人目）ら

　町一般廃棄物協同組合は３月 26 日、町に図書購入費として
10 万円分の図書カードを贈りました。
　贈呈式は同日、町役場で行われ、大友健

け ん

市
い ち

組合長が前後公
ひろし

町
長と土屋重

し げ

憲
の り

教育長に手渡しました。式には同組合理事の茂和泉
裕
ゆ う

一
い ち

さん、佐藤八
は ち

郎
ろ う

さん、遠藤光
み つ

幸
ゆ き

さんの３人も同席。前後町長
は「町の図書充実のために大切に使わせていただきます」と感謝
の言葉を述べました。
　同組合では図書の充実に役立ててほしいと、毎年町に図書カー
ドを寄贈しています。

復興への願いを込めて鐘をつく参列者ら

　東日本大震災物故者慰霊・復興祈願法要は３月 11 日、亀ケ城
公園の鐘楼堂で行われ、震災の犠牲者を弔うとともに、早期の復
興を祈願しました。
　猪苗代町仏教会が主催し、町内の各寺や檀家ら約 30 人が参列
しました。大川原久

ひ さ

夫
お

副町長が「２年前の出来事を風化させない
ようにするとともに、復興に向けて一歩一歩前進していきたい」
とあいさつ。読経の後、黙とうをささげた参列者らは、一人一人
焼香し、犠牲者の冥福と震災からの復興を祈りながら鐘を打ち鳴
らしました。

鎮魂と復興を願って鐘つき
東日本大震災慰霊・復興祈願法要

　心の健康講演会は３月９日、町農村環境改善センターで開催さ
れ、会場を訪れた参加者らが心の病について理解を深めました。
　昨年に引き続き開催したもので、会津中央病院救急救命セン
ターの村山浩之救命心療内科部長が「こころの不調と早期の気づ
き２～大切な人を支えるために～」と題し、身近な人が心の不調
を抱えている場合のサインやその対処法などを説明しました。村
山先生のユーモアを交えた話に加え、参加者らに○×の札を配っ
てクイズを行うなど、退屈させない内容。参加者からは「また講
演会を開いてほしい」などと好評を博しました。

心の病について楽しく学ぶ
ユーモアやクイズを交えた講演会

参加者が○×クイズに挑戦した講演会

ボンガーズがやって来た
町内児童クラブが合同お楽しみ会

メンバーたちのくすぐりに耐える児童

　町内６児童クラブの合同お楽しみ会は３月９日、学びいなで開
かれ、登録児童や指導員、保護者など合わせて 230 人が楽しい
ひとときを過ごしました。
　この日は、お笑い集団「みちのくボンガーズ」がステージに登場。
メンバーたちがコントや凡芸を披露し、会場を笑いの渦に包み込
みました。児童らもハンガーくぐりや似顔絵の早描き、くすぐり
に耐える「くすぐったくないマン」などの凡芸に挑戦しました。
　目の前で繰り広げられる爆笑ステージに子どもたちは大喜び。

「とても面白かった」「また見たい」などと大好評でした。

　

磐梯山の魅力発信に期待
磐梯山ジオパークのジオガイド認定

　磐梯山ジオパークを観光客らに案内する「ジオガイド」の認定
証交付式は３月 16 日、学びいなで行われ、２期生となる 20 人
が認定を受けました。
　式では同ジオパーク協議会長の小椋敏一北塩原村長が代表の岩
井正

しょう

一
い ち

郎
ろ う

さん（いなわしろ伝保人会）に認定証を手渡し「研修の成
果を発揮し、各種ジオツアーや秋に開催される東北ジオパーク
フォーラムなどでの活躍に期待したい」とあいさつを述べました。
　本町からは岩井さんをはじめ、いなわしろ伝保人会や国立磐梯
青少年交流の家などの 10 人がジオガイドに認定されました。

小椋村長から認定証を受ける岩井さん（右）
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　町内３中学校への交通安全教材贈呈式は３月 21 日、町役場で
行われ、自転車の安全な乗り方などが収められたＤＶＤが各校に
寄贈されました。
　かねてから交通安全活動などを展開しているＪＡあいづによる
もので、式には五十嵐孝

た か

夫
お

代表理事組合長が出席。五十嵐組合長
が「交通事故の抑止のために役立ててください」と土屋重憲教育
長に教材を手渡しました。土屋教育長は「大変有意義な物を頂き
ありがとうございます。活用して今後も生徒の事故防止に努めて
いきます」とお礼の言葉を述べました。

生徒の交通事故を防ぐため
ＪＡあいづが交通安全教材を寄贈

土屋教育長にＤＶＤを手渡す五十嵐組合長（左）

　女性の健康づくり教室講演会は３月 16 日、町農村環境改善セ
ンターで開催され、保健協力員や食生活改善推進員など約 70 人
が心臓病などについて学びました。
　この講演会は、町が竹田綜合病院循環器科の公開講座との共催
事業として開催したもの。同病院の清田寛循環器科長が「狭心症
と心筋梗塞について　こわ～い心臓病…今の予防と治療は」と題
し、食生活や運動など、毎日の生活の中での注意点や健診を受け
ることの必要性などについて説明しました。参加者らは、自分や
家族の健康管理に生かそうと、熱心に耳を傾けていました。

心臓病について理解深める
女性の健康づくり講演会が開かれる

清田先生の話に聞き入る参加者ら

まちのわだい
TOWN  TOPICS

楽しい思い出やそれぞれの人生史を語り合いました

　内野通学団懐かしむ会は３月 11 日、磐梯高原リ
ゾート・インぼなりで開かれました。
　この日集まったのは、昭和７年から 20 年ごろに
生まれた内野地区出身の皆さん。戦時中や戦後に集
団登校した仲間たちです。県内外から集まった 29
人が「金はなくても心は豊かだった」という当時を
振り返り、思い出話に花を咲かせました。発起人の
本多実

みのる

さん（内野）は「明るい話題で少しでも町が元
気になればうれしい」と話しました。

古き良き時代を懐かしむ
内野通学団懐かしむ会を開催



節度ある飲酒を心がけましょう

深酒しないように
気をつけましょう
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「人に幸せや喜びを与えられる人になってほしい」
一嘉くんの名前には、両親のそんな思いが込められ
ています。

笑顔でこんにちは

　
「
む
っ
ち
り
し
て
い
て
な

か
な
か
で
き
な
か
っ
た
寝
返

り
も
、
最
近
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
」
と
マ
マ
の
佳

菜
恵
さ
ん
が
話
す
と
お
り
、

堂
々
と
し
た
体
格
の
一
嘉
く

ん
。
今
は
ま
だ
バ
ッ
ク
専
用

で
す
が
、
歩
行
器
に
も
乗
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
好
き
な
お
風
呂
は
パ
パ

の
担
当
。「
お
湯
に
つ
か
る

と
、
重
く
て
普
段
は
思
う
よ

う
に
動
か
せ
な
い
足
を
バ
タ

バ
タ
さ
せ
て
喜
ん
で
い
ま

す
」
と
パ
パ
の
知
広
さ
ん
は

笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　

元
気
い
っ
ぱ
い
の
一
嘉
く

ん
は
、
い
つ
も
家
族
の
人
気

者
。
お
兄
ち
ゃ
ん
の
琥こ

太た

郎ろ
う

く
ん
も
一
嘉
く
ん
の
こ
と
が

か
わ
い
く
て
仕
方
が
な
く
、

よ
く
ほ
っ
ぺ
や
手
に
か
じ
り

つ
い
て
い
る
の
だ
と
か
。「
２

人
は
と
て
も
仲
良
し
。
気
が

付
く
と
、
お
互
い
か
じ
り

合
っ
て
い
ま
す
」
と
佳
菜
恵

さ
ん
は
笑
っ
て
話
し
ま
し
た
。

※「
笑
顔
で
こ
ん
に
ち
は
」

に
掲
載
希
望
の
人
は
広
報
担

当
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

☎（
62
）２
１
１
１

Hello in the smile

Inawashiro soba travelogue

　

川
桁
地
区
に
あ
る
「
き
ま
ぐ

れ
そ
ば
七
」
は
「
隠
れ
た
名
店
」

と
評
判
の
お
店
。
わ
か
り
に
く

い
場
所
な
が
ら
、
そ
の
味
を
求

め
て
町
外
や
県
外
か
ら
も
多
く

の
フ
ァ
ン
が
訪
れ
ま
す
。

　

そ
ば
は
、
し
っ
か
り
と
し
た

コ
シ
が
特
徴
。「
十
割
と
は
思

え
な
い
」
と
評
判
の
喉
越
し
も

格
別
で
す
。
み
ず
み
ず
し
く
透

き
通
る
よ
う
な
そ
ば
は
、
す
す

る
と
上
品
な
風
味
が
口
の
中

い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
、
か
め
ば

か
む
ほ
ど
甘
み
が
増
し
ま
す
。

　

メ
ニ
ュ
ー
は
辛
味
大
根
お

ろ
し
と
カ
イ
ワ
レ
、
か
つ
お

節
が
乗
っ
た
「
ぶ
っ
か
け
そ
ば

（
９
０
０
円
）」
と
「
ざ
る
そ
ば

（
７
０
０
円
）」
の
２
種
類
。
冷

た
い
そ
ば
の
み
の
営
業
で
す
。

　

そ
ば
の
風
味
を
じ
っ
く
り
味

わ
う
な
ら
ざ
る
そ
ば
が
お
す
す

め
。
３
種
の
薬
味
が
そ
ば
の
お

い
し
さ
を
一
層
引
き
立
て
る

ぶ
っ
か
け
そ
ば
も
絶
品
で
す
。

営
業
時
間　

午
前
11
時
30
分
～

午
後
２
時
30
分（
た
だ
し
、
そ

ば
が
な
く
な
り
次
第
終
了
）

定
休
日　

月
、
火
曜
日（
１
、２

月
は
冬
季
休
業
）

☎（
66
）３
０
１
７

保健だより Health information

お酒、飲み過ぎてはいませんか？

大好きなパパ、ママ、お兄ちゃんの琥
こ

太
た

郎
ろう

くん（前列左）と一
緒にニッコリ笑顔の一嘉くん

平成 24 年８月生まれ
～夷田
知
と も

広
ひ ろ

さん・佳
か

菜
な

恵
え

さん夫婦の次男

深谷　一
い ち

嘉
か

　くん

　（店主　石田　幸
こ う

七
し ち

さん）

　

猪
苗
代
町
に
も
よ
う
や
く
春
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

歓
送
迎
会
や
お
花
見
な
ど
、
お
酒

を
飲
む
機
会
が
増
え
る
こ
の
時
期
…

つ
い
つ
い
飲
み
過
ぎ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
酒
は
百
薬
の
長
」
と
言
わ
れ
、

適
量
の
お
酒
は
、
胃
腸
を
適
度
に
刺

激
し
、
食
欲
を
増
進
さ
せ
た
り
、
善

玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
増
加
さ
せ
動

脈
硬
化
を
防
い
だ
り
す
る
な
ど
の
効

果
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
お
酒
の

飲
み
過
ぎ
は
、
が
ん
、
肝
臓
病
、
膵す

い

臓ぞ
う

病
、
糖
尿
病
、
痛
風
、
さ
ら
に
は

認
知
症
や
う
つ
な
ど
、
様
々
な
病
気

を
引
き
起
こ
す
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
節
度
あ
る
適
度
な
飲
酒

を
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

きまぐれそば七
し ち

薬味がそばのおいしさをさらに引き立てる「ぶっかけそば」

「そばの風味をじっくり味わいたい方は、ざるそばを食べてみてく
ださい」と店主の石田さん（右）

　

で
は
、
適
度
な
飲
酒
と
は
、
ど
の

く
ら
い
の
量
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

厚
生
労
働
省
が
推
進
す
る
「
健
康

日
本
21
」
で
は
、
節
度
あ
る
適
度
な

飲
酒
は
、
１
日
平
均
純
ア
ル
コ
ー
ル

で
約
20
㌘
程
度
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
飲
み
過
ぎ

て
は
い
ま
せ
ん
か
？

　
「
乾
杯
」
に
は
、
ど
の
国
に
も
共

通
し
て
「
健
康
を
祝
し
て
」
の
意
味

や
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。
適
度
な
お
酒
の
量
を
守
り
、
健

康
に
楽
し
く
お
酒
と
付
き
合
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

適
正
飲
酒
の

　
カ
条

（
出
典
（
公
社
）ア
ル
コ
ー
ル
健
康
医
学
協
会
）

１　

談
笑
し　

楽
し
く
飲
む
の
が
基
本
で
す

２　

食
べ
な
が
ら　

適
量
範
囲
で
ゆ
っ
く
り
と

３　

強
い
酒　

薄
め
て
飲
む
の
が
オ
ス
ス
メ
で
す

４　

つ
く
ろ
う
よ　

週
に
２
日
は
休
肝
日

５　

や
め
よ
う
よ　

き
り
な
く
長
い
飲
み
続
け

６　

許
さ
な
い　

他ひ

人と

へ
の
無
理
強
い
イ
ッ
キ
飲
み

７　

ア
ル
コ
ー
ル　

薬
と
一
緒
は
危
険
で
す

８　

飲
ま
な
い
で　

妊
娠
中
と
授
乳
期
は

９　

飲
酒
後
の
運
動
・
入
浴　

要
注
意

10　

肝
臓
な
ど　

定
期
検
査
を
忘
れ
ず
に

猪苗代そば紀行

10

ワ
イ
ン

（
１
杯
１
２
０
㍉
㍑
）

焼
酎
（
35
度
）

（
１
合
１
８
０
㍉
㍑
） 

ウ
イ
ス
キ
ー
・
ブ
ラ

ン
デ
ー

（
ダ
ブ
ル
60
㍉
㍑
）

清
酒

（
１
合
１
８
０
㍉
㍑
） 

ビ
ー
ル

（
中
瓶
１
本
５
０
０

㍉
㍑
） 酒

の
種
類

５
％

５
％

５
％

５
％

５
％

ア
ル
コ
ー
ル

度
数

12
㌘

50
㌘

20
㌘

22
㌘

20
㌘

純
ア
ル
コ
ー

ル
量

主
な
酒
類
の
換
算
の
目
安

難病等の方々が障害福祉サービス等を受けら
れるようになりました

　４月から難病等の方々が障害福祉サービス
等の対象となりました。
　４月１日に施行された障害者総合支援法で
は、障害者の範囲に難病等の方々が加わりま
した。対象となる方々は、身体障害者手帳の
所持の有無にかかわらず、必要と認められた
障害福祉サービス等（障害福祉サービス、相
談支援、補装具及び地域生活支援事業、障害
児通所支援及び障害児入所支援）の受給が可
能となります。対象疾患や手続き方法などに
ついては、保健福祉課社会福祉係までお問い
合わせください。

●問い合わせ先
保健福祉課　社会福祉係　☎（62）2115
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 学 び の 泉 № 193

教育委員会だより

町体験交流館　学びいな
Mail   mana@town.inawashiro.fukushima.jp
TEL  0242-72-0180　FAX  0242-62-5350

教育委員会生涯学習課
■問い合わせは

　                                      　　　　

 

教
育
委
員
会
コ
ラ
ム

　
　
　
　
　

 

～
第
三
十
五
回
～

　
「
４
月
は
残
酷
な
月
で
あ
る
」
と
い
う
有
名
な

フ
レ
ー
ズ
で
始
ま
る
の
が
、
英
国
の
詩
人（
生
ま

れ
は
米
国
）、ト
マ
ス
・
エ
リ
オ
ッ
ト
の
長
編
詩「
荒

地
」
で
あ
る
。
第
一
次
大
戦
終
結
直
後
の
荒
廃
し

た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
人
々
の
心
に
広
が
っ
た
不
安
感

が
背
景
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
か
ら
何
十
年
か
後
、米
国
の
フ
ラ
ン
シ
ス
・

コ
ッ
ポ
ラ
監
督
に
よ
る
、
あ
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を

題
材
に
し
た
話
題
作
が
「
地
獄
の
黙
示
録
」
で
あ

る
。
監
督
は
、
撮
影
中
、
し
ば
し
ば
エ
リ
オ
ッ
ト

の
「
荒
地
」
を
読
み
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
た
ら
し
い
。

共
に
、
人
間
の
愚
か
さ
が
引
き
起
こ
し
た
歴
史
的

大
事
件
に
触
発
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。

　
「
地
獄
の
黙
示
録
」
の
方
は
ご
覧
に
な
っ
た
方

も
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、
あ
の
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
Ｂ

Ｇ
Ｍ
に
乗
っ
て
、
人
間
の
絶
望
的
状
況
が
見
事
な

ま
で
に
描
か
れ
て
い
る
。
気
が
滅
入
り
気
分
が
悪

く
な
る
ほ
ど
だ
が
、
作
者
が
本
当
に
描
き
た
か
っ

た
の
は
、
荒
地
や
地
獄
そ
の
も
の
で
は
な
く
そ
こ

に
微
か
に
で
は
あ
る
が
確
実
に
見
え
て
く
る
、
再

生
へ
の
芽
吹
き
で
あ
る
。

　

大
震
災
以
来
２
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◇幼児～小学生向け講座◇

　リトミックってなあに？ピアノのリズムで体を動か
し、子どもたちの感性や集中力を養います。
◆期日：①５月 15 日　②６月 12 日　③７月 10 日　
　　　　④８月７日　⑤９月 11 日　⑥ 10 月 16 日　
　　　　⑦ 11 月 13 日　⑧ 12 月 11 日（すべて水曜日）
◆時間：午前 10 時 30 分～午後０時 30 分
◆対象：未就園の幼児と保護者（25 組）◆料金：無料

　                                            　　　

【親子リトミック教室】

【すくすくファミリー】
　お父さんやお母さんと一緒に、いろいろなことに挑戦
してみよう。
◆期日：①５月 31 日　②６月 21 日　③７月 18 日
　　　　④８月 23 日　⑤９月 20 日　⑥ 10 月 11 日
　　　　⑦ 10 月 31 日　⑧ 12 月６日　⑨１月 15 日
※各回の内容については、学びいなに問い合わせてくだ
さい。　◆時間：午前 10 時～正午
◆対象：未就園の幼児と保護者（20 組）◆料金：実費

【こども英会話教室】
　アルファベットや簡単な会話を楽しみながら、アラン
先生とお友達になろう。
◆期日：①５月８日　②５月 22 日　③６月５日
　　　　④６月 19 日　⑤７月 10 日　⑥７月 24 日
◆時間：幼児コース 午後６時 30 分～午後７時
　　　　小学生コース 午後７時 10 分～午後７時 40 分
◆対象：小学生以下の子ども 20 人程度　◆料金：無料

【こどもクッキング～】
　簡単なお菓子や料理づくりに挑戦しよう。おうちの人
もきっとビックリするよ。
◆期日：①５月 18 日　②６月 15 日　③７月 13 日
　　　　④９月 14 日　⑤ 10 月 19 日　⑥ 11 月 30 日
　　　　⑦ 12 月 14 日　⑧１月 18 日（すべて土曜日）
◆時間：午前 10 時～正午
◆対象：小学生 20 人　
◆料金：１回 150 円

【英会話教室】
　アラン先生と一緒に、楽しく生きた英語を勉強しま
しょう！
◆期日：①５月７日　②５月 21 日　③６月４日
　　　　④６月 18 日　⑤７月９日　⑥７月 25 日
◆時間：初級クラス（中学校英語程度）
　　　　 午後６時 30 分～午後７時 25 分
　　　　中級クラス（高校英語程度）
　　　　 午後７時 35 分～午後８時 30 分
◆定員：各クラス 20 人　◆料金：無料

【韓国語教室】
　アンヨハセヨ～！文字の発音から日常会話まで、韓国
語の基礎を学びます。
◆期日：①５月９日　②５月 23 日　③６月６日
　　　　④６月 20 日　⑤７月４日　⑥７月 18 日
　　　　⑦９月５日　⑧９月 19 日　⑨ 10 月 17 日
　　　　⑩ 10 月 31 日   ⑪ 11 月 14 日   ⑫ 11 月 28 日
◆時間：入門クラス  午後６時 30 分～午後７時 25 分
　　　　初級クラス  午後７時 35 分～午後８時 30 分
◆定員：各クラス 20 人　◆料金：無料

◇成人向け講座◇

　お茶の子とは、お茶に添えて出されるお菓子のこと。
さいさいははやし言葉です。お茶の子がお腹にたまらな
いものであることから、手軽で簡単な様子を表します。
気軽にお茶を楽しんでみませんか？
◆期日：①５月 14 日　②５月 28 日　③６月 11 日
　　　　④６月 25 日　⑤７月９日　⑥７月 30 日
　　　　⑦８月６日　⑧８月 20 日　⑨９月 10 日
　　　　⑩ 10 月８日　⑪ 10 月 22 日　⑫ 11 月 12 日
◆時間：午後２時～午後３時 30 分
◆講師：茶道裏千家　青木宗寛先生　熊倉宗久先生
◆定員：10 人（初心者）　◆料金：各回 500 円（材料費含）

【お茶の子彩々】 【ひとりで着物を着てみ隊】
　成人式や結婚式、卒業式や七五三といった人生の節目
やお祝いの行事など、着物を着る機会というのは年齢を
問わず意外に多いものです。そんな着物を「ひとりで
着られたら…」とお考えの方も多いのではないでしょう
か？浴衣から始め、お太鼓結びまで学びます。
◆期日：①５月 11 日　②５月 18 日　③５月 25 日
　　　　④６月８日　⑤６月 15 日　⑥６月 22 日
　　　　⑦６月 29 日　⑧７月６日　⑨７月 13 日
◆時間：午後６時 30 分～午後８時 30 分（土曜日）
◆講師：装和着装協会講師　川井島子先生
◆対象：着付けに興味がある人　◆料金：月 1,000 円

【オモシロ漢字教室】
　無意識に使っている漢字には、それぞれ由来がありま
す。永い年月を重ね、本来の意味が現在の意味へと変わっ
ていった字も数多くあります。漢字特有の楽しさ・ 面
白さを直接伝授します！ 
◆期日：①５月 31 日　②６月 14 日　③６月 28 日
　　　　④７月 12 日　⑤７月 26 日　⑥９月６日
　　　　⑦９月 20 日　⑧ 10 月 25 日　⑨ 11 月８日
　　　　⑩ 11 月 22 日（金曜日 / 全 10 回）
◆時間：午前 10 時～正午
◆定員：20 人　◆料金：無料

【アートエトセトラ】
　楽しいものづくり体験の講座です。
◆期日と内容：①６月 18 日・７月２日（籐細工）
　　　　　　　②７月 16 日（蒔絵）
　　　　　　　③ 10 月 10 日・10 月 24 日（切り絵）
◆時間：午前９時 30 分～正午
◆定員：各 15 人　
◆料金：材料費実費
※希望講座のみの受講が
可能です。

　　　
　猪苗代の偉人を考える会が主催する「保科正之公生誕
祭」参加ツアーの参加者を募集します。
　本町に眠る初代会津藩主・保科正之公が、青少年時代
を過ごした伊那市高遠町を訪ね、生誕祭と講演会に参加
し、高遠町の皆さんと交流を深めるツアーです。
　主な行程は下記のとおりです。
◆４月 28 日（日）猪苗代町役場（6:00）出発～川中島古
戦場見学～長野市立博物館～松代城（海津城）址～高遠
町内（建福寺など）～高遠さくらホテル宿泊・交流会
◆４月 29 日（月）高遠城址～高遠町歴史博物館・絵島

囲屋敷～保科正之公生誕祭式典参加～桜大学講演会参加
～猪苗代町役場（22:30）着
●参加費：18,500 円（宿泊代、交流会費、昼食代、観覧料、
資料代、旅行保険代などを含む）
●宿泊先：高遠さくらホテル（伊那市高遠町勝間 217）
●定員：20 人（申し込み先着順となります）
●申し込み方法：学びいななどに備え付けの申し込み用
紙に記入し、学びいなに申し込んでください。
●締め切り：４月 15 日（ただし定員になり次第終了）
問猪苗代の偉人を考える会　伊藤　☎ 090（8014）2172

【アロハ】
　初めての方向けのフラダンス教室です。音楽に癒され
ながら、ハワイの踊りを一緒に楽しみましょう !
◆期日：①５月９日　②５月 16 日　③６月 13 日
　　　　④６月 27 日　⑤７月 11 日　⑥７月 25 日
　　　　⑦８月９日　⑧８月 22 日　⑨９月 12 日
　　　　⑩９月 19 日　⑪ 10 月 10 日　⑫ 10 月 24 日
　　　　⑬ 11 月 14 日　⑭ 11 月 28 日
◆時間：午前 10 時～正午（木曜日、8/9 のみ金曜日）
◆料金：月 2,000 円　◆定員：10 人
◆講師：えみフラスクール愛好会マウナ　佐藤洋子先生

【大人のガーデニング入門】
　自然を身近に取り入れたような感覚を楽しませてくれ
る苔玉を作ってみませんか。日本に自生する花木・草花
で作ったり、 観葉植物を使ったりと、応用範囲が広いの
が魅力です。
◆期日：５月９日（木）
◆時間：午前９時～午前 11 時 30 分
◆講師：猪苗代山草会　本田嗣之先生　中村正先生
◆定員：10 人　◆料金：1,000 円（材料代含む）
※この後は７月に鉢づくり、９月に秋の花の講座を予定
しています。詳しくは、後日学びの泉でお知らせします。

                                                   学習講座のご案内                                                    学習講座のご案内

                 伊那市高遠町「保科正之公生誕祭」参加ツアー募集
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任
）
長

谷
川
勲

係
長
相
当
職

▼
総
務
課
主
査（
企
画
財
務
課
主
査
）

渡
辺
健
一
▼
総
務
課
主
査
（
建
設
課

主
事
）
高
橋
信
仁
▼
企
画
財
務
課
主

査
（
総
務
課
主
査
）
大
川
原
節
男
▼

企
画
財
務
課
主
査
（
農
業
委
員
会
事

務
局
主
査
）
小
椋
聖
▼
税
務
課
主
査

（
上
下
水
道
課
主
査
）
新
田
利
一
▼

税
務
課
主
査
（
商
工
観
光
課
主
査
）

笠
間
徹
▼
町
民
生
活
課
主
査
（
農
林

課
主
査
）
小
澤
和
広
▼
町
民
生
活
課

主
査
（
会
計
室
主
査
）
鈴
木
恵
▼
商

工
観
光
課
付
福
島
県
観
光
物
産
協
会

派
遣
主
査
（
税
務
課
主
査
）
野
崎
和

彦
▼
商
工
観
光
課
付
北
塩
原
村
派
遣

主
査
（
上
下
水
道
課
主
査
）
棚
木
剛

▼
建
設
課
主
査（
企
画
財
務
課
主
事
）

佐
賀
祐
志
▼
上
下
水
道
課
主
査
（
町

検
査
結
果
の
説
明
な
ど

▼
募
集
人
員　

１
名

▼
応
募
資
格

パ
ソ
コ
ン（
エ
ク
セ
ル
・
ワ
ー
ド
）

が
操
作
で
き
る
人

▼
勤
務
条
件

猪
苗
代
町
臨
時
職
員
の
雇
用
等
に
関

す
る
規
則
に
よ
る

▼
勤
務
場
所

町
地
域
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー

▼
雇
用
期
間

25
年
５
月
１
日
～
26
年
３
月
31
日

▼
応
募
手
続
き

市
販
の
履
歴
書
に
記
入
し
、
写
真
を

貼
り
付
け
の
上
、
４
月
22
日（
月
）

ま
で
に
農
林
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い（
郵
送
の
場
合
は
４
月
22
日
必
着

で
す
）。

▼
選
考

書
類
選
考
で
決
定
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

農
林
課　

農
業
振
興
係

☎（
62
）２
１
１
６

人　

事

民
生
活
課
主
査
）
山
崎
義
和
▼
上
下

水
道
課
主
査
（
保
健
福
祉
課
主
査
）

土
屋
和
則
▼
会
計
室
主
査
（
教
育
総

務
課
主
査
）
六
角
雅
美
▼
農
業
委
員

会
事
務
局
主
査
（
総
務
課
主
査
）
渡

部
克
宏
▼
教
育
総
務
課
主
査
（
町
民

生
活
課
主
査
）
小
林
直
美
▼
教
育
総

務
課
吾
妻
共
同
調
理
場
主
任
調
理
士

（
こ
ど
も
課
中
ノ
沢
保
育
所
主
任
調

理
士
）
金
子
幸
代
▼
こ
ど
も
課
猪
苗

代
保
育
所
主
任
調
理
士
（
教
育
総
務

課
吾
妻
共
同
調
理
場
主
任
調
理
士
）

長
谷
川
礼
子

担
当
の
職

▼
町
民
生
活
課
主
事
（
福
島
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
派
遣
主
事
）

飯
山
義
隆
▼
保
健
福
祉
課
主
事
（
会

津
若
松
地
方
広
域
市
町
村
圏
整
備
組

合
派
遣
主
事
）
六
角
隆
▼
建
設
課
主

事
（
商
工
観
光
課
主
事
）
佐
藤
誠
吾

▼
こ
ど
も
課
猪
苗
代
保
育
所
保
育
士

（
こ
ど
も
課
千
里
幼
稚
園
教
諭
）
横

山
紗
千
▼
生
涯
学
習
課
主
事
（
税
務

課
主
事
）
小
檜
山
雄
太

新
採
用

▼
総
務
課
主
事　

菊
池
志
穂

▼
総
務
課
主
事
補　

小
檜
山
祐
樹

▼
保
健
福
祉
課
主
事　

鈴
木
大
輔

▼
保
健
福
祉
課
保
健
師　

田
中
千
尋

▼
商
工
観
光
課
主
査
（
西
会
津
町
よ

り
派
遣
）
外
島
拓

▼
商
工
観
光
課
主
事
補　

遠
藤
勇
人

緊
急
雇
用
臨
時
職
員
募
集

役
場
で
働
き
ま
せ
ん
か
？

　

東
日
本
大
震
災
な
ど
に
よ
り
離
職

後
仕
事
に
就
け
な
い
人
、
仕
事
の
な

い
人
に
就
業
の
機
会
を
提
供
す
る
た

め
、
緊
急
雇
用
臨
時
職
員
を
募
集
し

ま
す
。

▼
募
集
職
種
お
よ
び
予
定
人
員

・
事
務
補
助
員　

４
名

（
パ
ソ
コ
ン
操
作
、
書
類
作
成
な
ど
）

・
保
健
師
・
看
護
師　

２
名

▼
資
格
要
件

・
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
、
失
業

し
た
か
仕
事
が
な
く
な
っ
た
人

・
福
島
原
子
力
発
電
所
の
事
故
の
影

響（
風
評
被
害
を
含
む
）で
失
業
し

た
か
仕
事
が
な
く
な
っ
た
人

※
非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
は
、

雇
用
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
緊
急
雇
用
臨
時
職
員
に
つ
い
て
は

過
去
に
緊
急
雇
用
創
出
基
金
事
業
で

雇
用
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
人
は
応
募

で
き
ま
せ
ん
。

▼
雇
用
期
間

25
年
５
月
７
日
～
26
年
３
月
31
日

▼
勤
務
条
件

猪
苗
代
町
緊
急
雇
用
創
出
基
金
事
業

に
お
け
る
臨
時
職
員
の
雇
用
等
に
関

す
る
規
則
に
よ
る

▼
応
募
手
続
き

町
指
定
の
履
歴
書
に
記
入
し
、
写
真

を
貼
り
付
け
の
上
、
次
の
書
類
を
添

え
て
４
月
22
日（
月
）ま
で
に
総
務

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い（
郵
送
の

場
合
は
４
月
22
日
必
着
で
す
）。

・
離
職
日
が
確
認
で
き
る
書
類（
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
、
廃
業
届
、

職
務
経
歴
書
な
ど
）

※
履
歴
書
は
総
務
課
に
備
え
付
け
て

あ
り
ま
す
。ま
た
、町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
選
考

４
月
27
日（
土
）午
前
９
時
か
ら
猪

苗
代
町
役
場
３
階
の
委
員
会
室
で
、

到
着
順
に
面
接
試
験
を
行
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

行
政
管
理
係

☎（
62
）２
１
１
１

放
射
性
物
質
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
検
査
員
募
集

　

食
品
な
ど
の
放
射
性
物
質
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
業
務
に
従
事
す
る

検
査
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
業
務
内
容

食
品
な
ど
の
放
射
性
物
質
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
検
査
お
よ
び
デ
ー
タ
管
理
、

募　

集
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無
料
で
接
種
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
！

　

４
月
１
日
か
ら
、
ヒ
ブ
、
小
児
用

肺
炎
球
菌
、
子
宮
頸
が
ん
な
ど
の
予

防
接
種
が
定
期
接
種
に
な
り
ま
し
た
。

自
己
負
担
な
し
で
予
防
接
種
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

事
前
に
医
療
機
関
に
連
絡
を
し
て
、

お
子
さ
ん
の
体
調
が
い
い
時
に
接
種

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

子
宮
頸
が
ん
の
接
種
対
象
と
な
る

中
学
１
年
生
女
子
に
は
、
４
月
中
に

予
診
票
を
郵
送
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

健
康
づ
く
り
係

☎（
62
）２
１
１
５

親
子
の
遊
び
の
教
室
「
ち

び
っ
こ
ラ
ン
ド
」
を
開
催

　

町
で
は
、親
子
の
遊
び
の
教
室「
ち

び
っ
こ
ラ
ン
ド
」
を
前
期
と
後
期
の

２
回
に
分
け
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
前
期
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。

　

音
楽
に
合
わ
せ
て
踊
っ
た
り
、
思

い
切
り
体
を
動
か
し
た
り
、
季
節
に

合
わ
せ
た
遊
び
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
近
所
に
同
年
代
の
子
ど

も
が
少
な
い
、
転
入
し
た
ば
か
り
、

母
親
同
士
の
情
報
交
換
が
し
た
い
と

い
う
人
は
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▼
対
象　

町
内
在
住
の
２
歳
～
４
歳
の
子
ど
も

と
保
護
者
20
組

※
以
前
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
人
は

除
き
ま
す
。

▼
開
催
日
時

５
月
28
日（
火
）、
６
月
18
日（
火
）、

７
月
23
日（
火
）、
８
月
20
日（
火
）、

９
月
24
日（
火
）の（
全
５
回
）

午
前
10
時
～
正
午

▼
会
場　

町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

▼
申
込
締
切　

５
月
７
日（
火
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

▼
申
し
込
み
方
法　

保
健
福
祉
課
へ
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

健
康
づ
く
り
係

☎（
62
）２
１
１
５

乳
幼
児
・
児
童
医
療
費
の

助
成
方
法
が
変
わ
り
ま
す

　

社
会
保
険（
協
会
け
ん
ぽ
・
健
康

保
険
組
合
・
共
済
組
合
な
ど
）に
加

入
し
て
い
る
人
の
乳
幼
児
お
よ
び
児

童
医
療
費
の
助
成
方
法
が
変
更
と
な

り
ま
す
。

○
25
年
４
月
１
日
よ
り
、
県
内
の
保

険
医
療
機
関
を
受
診
し
た
場
合
に
つ

い
て
は
、
一
部
負
担
金
の
支
払
い
を

す
る
こ
と
な
く
、
安
心
し
て
医
療
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

受
診
す
る
場
合
は
、
保
険
医
療
機

関
の
窓
口
に「
健
康
保
険
証
」と「
受

給
資
格
証
」
を
必
ず
一
緒
に
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

○
受
給
資
格
証
に
つ
い
て
は
、
公
費

負
担
者
番
号
が
印
字
さ
れ
た
新
し
い

受
給
資
格
証
を
３
月
下
旬
に
郵
送
し

て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

　

古
い
受
給
資
格
証
は
、
シ
ュ
レ
ッ

ダ
ー
な
ど
で
細
断
し
て
破
棄
す
る
か
、

お
手
数
で
も
町
民
生
活
課
ま
で
返
却

し
て
く
だ
さ
い
。

○
24
年
10
月
１
日
よ
り
、
対
象
年
齢

を
18
歳
ま
で
拡
大
し
て
い
ま
す
が
、

資
格
登
録
の
手
続
き
が
ま
だ
済
ん
で

い
な
い
保
護
者
の
人
は
、
早
め
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
学
校
管
理
下
で
ケ
ガ
を
し
た
と
き

は
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー

の
災
害
共
済
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
町
の
医
療

費
助
成
の
対
象
外
と
な
る
た
め
、
受

給
資
格
証
は
使
え
ま
せ
ん
の
で
、
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課　

国
保
年
金
係

☎（
62
）２
１
１
４

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
に
補
助
金
を
交
付

　

町
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
観

点
か
ら
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
と

促
進
を
図
り
、
自
然
と
共
生
す
る
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
と
循
環
型
社
会
の

構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
住
宅
用
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
人
に

対
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

▼
補
助
対
象
要
件

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
人
が
、
居

住
ま
た
は
居
住
し
よ
う
と
す
る
住
宅

（
店
舗
併
用
住
宅
を
含
む
）に
シ
ス

テ
ム
を
設
置
す
る
場
合
に
、
そ
の
設

置
に
要
す
る
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
太
陽
光
発
電
普
及
拡
大

セ
ン
タ
ー
が
定
め
た
、
住
宅
用
太
陽

光
発
電
導
入
支
援
対
策
費
補
助
金
交

付
規
程
第
４
条（
対
象
シ
ス
テ
ム
）

の
規
定
に
定
め
る
要
件
を
満
た
す
も

の
に
限
り
ま
す
。

▼
補
助
金
額

　

１
㌔
㍗
当
た
り
１
万
５
０
０
０
円
。

最
大
出
力
値
が
４
㌔
㍗
を
超
え
る
場

合
は
、
４
㌔
㍗
を
上
限
と
し
ま
す
。

▼
受
付
開
始　

４
月
１
日（
月
）か

ら
開
始
し
て
い
ま
す
。

▼
補
助
件
数　

25
件

な
）研
修
室
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
新
規
会

員
も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
仲
間

と
一
緒
に
、
日
本
語
を
学
ぶ
人
た
ち

の
手
助
け
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
年
会
費

・
個
人　

１
０
０
０
円

・
家
族　

２
０
０
０
円

・
団
体　

５
０
０
０
円

・
法
人　

１
０
０
０
０
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

猪
苗
代
町
国
際
交
流
協
会
事
務
局

企
画
財
務
課　

企
画
調
整
係　

☎（
62
）２
１
１
２

相
談
ご
と
お
聞
き
し
ま
す

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い

「
行
政
相
談
会
」

　　

役
所（
国
、
県
、
市
町
村
）
や
特

殊
法
人（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
）の
仕
事
に

つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
、
そ
の
解
決

の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

▼
猪
苗
代
町
行
政
相
談
委
員

宮
沢
重
正
さ
ん（
下
舘
）

☎（
66
）３
９
９
５

▼
開
催
日
時　

４
月
17
日（
水
）、
５
月
15
日（
水
）

午
後
１
時
～
３
時

▼
場
所　

町
役
場
３
階
日
本
間

▼
申
請
手
続
き

　

補
助
金
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
猪
苗
代
町
住
宅
用

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
事
業
費

補
助
制
度
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
務
課　

企
画
調
整
係　

☎（
62
）２
１
１
２

国
際
交
流
協
会
で
は
新
規

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　　

本
年
も
、
猪
苗
代
町
国
際
交
流
協

会
で
は
、
新
規
会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
協
会
に
賛
同
す
る
人
、
国
際

交
流
に
関
心
の
あ
る
人
の
入
会
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
外
国
人
を
対
象
と
し
た
日

本
語
教
室
が
、
左
記
の
と
お
り
開
催

さ
れ
ま
す
。
日
本
の
行
事
（
お
茶
、

お
花
、
お
料
理
、
七
夕
飾
り
な
ど
）

を
通
じ
て
、
日
本
語
を
楽
し
く
覚
え

ま
し
ょ
う
。

「
日
本
語
教
室
」

○
開
催
期
間　

５
月
～
７
月
、
９
月

～
11
月（
月
１
～
２
回
）

○
時
間　

午
後
７
時
～
８
時  

○
申
し
込
み
締
め
切
り

５
月
13
日（
月
）

※
「
開
講
式
」
は
５
月
20
日（
月
）

午
後
７
時
～
体
験
交
流
館（
学
び
い

相　

談

子
育
て

補
助
金

▼
そ
の
他　

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

「
人
権
行
政
合
同
相
談
会
」

　　

差
別
、
い
じ
め
、
嫌
が
ら
せ
な
ど

人
権
問
題
で
お
困
り
の
人
は
、
一
人

で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時　

６
月
５
日（
水
）、

７
月
５
日（
金
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
場
所　

町
役
場
３
階
日
本
間

▼
そ
の
他　

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎（
62
）２
１
１
１　

告　

示

・
第
19
号
「
猪
苗
代
町
路
線
バ
ス
回

数
券
購
入
に
関
す
る
助
成
事
業
実
施

要
綱
」（
総
務
課
秘
書
広
報
業
務
）

・
第
20
号「
猪
苗
代
町
乗
合
タ
ク
シ
ー

運
行
事
業
実
施
要
綱
の
一
部
を
改
正

す
る
要
綱
」（
総
務
課
秘
書
広
報
業

務
）

・
第
21
号
「
充
当
通
知
の
公
示
送
達

に
つ
い
て
」（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
22
号
「
公
売
中
止
通
知
書
の
公

示
送
達
に
つ
い
て
」（
税
務
課
収
納

業
務
）

・
第
23
号
「
滞
納
処
分
執
行
停
止
通

知
書
の
公
示
送
達
に
つ
い
て
」（
税

務
課
収
納
業
務
）

・
第
24
号
「
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
無
効
告
示
」

（
町
民
生
活
課
国
保
年
金
業
務
）

・
第
25
号
「
平
成
24
年
度
国
民
健
康

保
険
税
督
促
状
の
公
示
送
達
に
つ
い

て
」

（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
26
号
「
不
動
産
等
の
最
高
価
申

込
者
決
定
通
知
書
の
公
示
送
達
に
つ

い
て
」（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
27
号
「
公
の
施
設
に
係
る
指
定

管
理
者
指
定
の
告
示
」

（
町
民
生
活
課
生
活
環
境
業
務
）

公　

告

・
第
５
号
「
農
用
地
利
用
集
積
計
画

の
公
告
に
つ
い
て
（
２
月
） 

」

（
農
業
委
員
会
農
地
業
務
）

・
第
６
号
「
平
成
25
年
度
土
地
価
格

等
縦
覧
帳
簿
及
び
家
屋
価
格
等
縦
覧

帳
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て
」

（
税
務
課
賦
課
業
務
）

・
第
７
号
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

に
よ
る
不
動
産
等
の
最
高
価
申
込
者

決
定
に
つ
い
て
（
第
８
号
）」

（
税
務
課
収
納
業
務
）

※
告
示
・
公
告
さ
れ
た
内
容
に
つ
い

て
は
、
役
場
前
掲
示
板
を
ご
覧
に
な

る
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

予
防
接
種

国
際
交
流

掲
示
板
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お悔やみ申し上げます
（２月 15 日～３月 14 日受付分※敬称略）

氏　　名 年齢 世帯主 行政区

矢吹ヤヨイ 78 貞記 小田
田中　実善 52 実善 沼尻温泉

有賀　正雄 83 正雄 中の沢

土屋　　翼 34 翼 上戸
鈴木ウメノ 93 邦男 川桁
渡部　　公 89 有司 白木城

阿部　トモ 84 昌一 伯父ケ倉

髙橋　千代 95 貞男 磐根
長谷川アイ 87 千代子 百目貫

會田　勝雄 63 勝雄 半坂
宇川サダ子 87 江久子 不動
影山　榮子 85 和明 関脇
小檜山ヨシ子 94 猛 八千代

穴澤　幸吉 80 幸吉 新北町

坂内トキ子 84 由次郎 市沢
長谷川次子 86 次子 新町い

佐藤　春雄 86 春雄 内野
鈴木　武智 90 伸行 西久保

暮らしの情報広場 Life Information

　
　
　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
分
の

　
　
　

消
息
欄
は
削
除
し
ま
し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

４月 26 日（金）
午前９時 00 分から
午後５時 00 分まで

町役場で全血献血を
実施します。
400㍉㍑献血にご協力を

４月の献血日程

よろしく

編
集
後
記

  　

　  未登録の銃砲刀剣類を
  　発見したら、登録を！

１．未登録の銃砲刀剣類を発見した
場合の手続きについて

（１）発見届出
　未登録の銃砲刀剣類を発見したと
きは、まず最寄りの警察署に発見届
を提出してください。

（２）登録手続の案内
　発見届が済むと、県教育委員会か
ら発見届出者に登録審査会の案内が
あります。

（３）登録審査会
　登録審査会の案内が届いたら、速
やかに審査を受けてください。
●持参するもの
①県教育委員会からの案内
②発見届をした銃砲刀剣類
③銃砲刀剣類発見届出済証（警察署
から交付されたもの）
④登録申請書（県教育委員会から送
付されたもの）
⑤印鑑⑥登録審査手数料（１件につ
き 6,300 円分の福島県収入証紙）
⑦委任状（代理人に依頼する場合）
２．所有者が代わった場合や登録証
を紛失した場合の手続きについて

（１）所有者が代わった場合
　新しい所有者が、登録証を発行し
た教育委員会に、20 日以内に所有
者変更届出書を提出してください。

（２）登録証を紛失した場合
　遺失物届を所轄の警察署に提出し
てから、登録証再交付申請書を、登
録証を発行した都道府県教育委員会
に提出してください。なお、紛失し
た状況により、警察署は遺失物届の
提出を求めないこともあります。

（再交付手数料は１件につき 3,500
円分の福島県収入証紙）※県外で登
録した銃砲刀剣類でも審査は県内で
受けることになります。

（３）貸付・保管を委託する場合
　貸付または保管委託届出書を、

20 日以内に登録証を発行した都道
府県委員会に提出してください。ま
た貸付などが終了した場合は、速や
かに貸付または保管委託終了届出書
を提出してください。
※１.（２）、２.（２）ともに案内が
ない場合原則審査できません。

【平成 25 年度審査会日程】
●第１回　５月 23 日（木）
いわき合同庁舎　南分庁舎３階大会
議室　※刀剣類のみ
●第２回　７月３日（水）
郡山市労働福祉会館　２階中ホール
●第３回　９月 13 日（金）
会津若松市合同庁舎　２階大会議室
※刀剣類のみ
●第４回　12 月５日（木）
福島県庁内会議室　※刀剣類のみ
●第５回　26 年２月 20 日（木）
郡山市労働福祉会館　２階中ホール
※審査会の時間は午前10時～正午、
午後１時～３時です。
※収入証紙は、県庁及び県の各合同
庁舎で販売しています。
※手続きを怠ると、不法所持になり
罰則を受けることがあります。
問県文化財課　☎ 024（521）7787

　山火事防止のために一
　人一人が心がけること
　　
　４月は山林周辺での農作業が始ま
るなど、山林への出入りが多くなる
時期です。山へ入る時は次のことに
注意し火災予防に努めましょう。
１. 枯草などのある火災が起こりや
すい場所では絶対たき火はしない。
２. たき火や野焼きをするときは周
囲にも知らせ、一人で行わない。
３. 風が強い、空気が乾燥している
ときには、たき火や野焼きはしない。
４. たばこの火は必ず消し、絶対投
げ捨てない。
５. 火遊びはしない。
問猪苗代消防署　☎（62）4433

　 「平和を仕事に」防衛省
　が幹部候補生を募集中

　防衛省では、次のとおり幹部候補
生を募集しています。

「一般・技能」　
採用と共に陸・海・空曹長に任命さ
れ、約１年間の教育後、幹部自衛官
となります。
●受験資格　
20 歳以上 26歳未満の人　

「医科・歯科・薬剤科」
自衛隊の衛生分野において、医療衛
生業務に従事する幹部自衛官となり
ます。
●受験資格
専門の大卒( 見込み含む）30歳未満
の人、薬剤科は 26歳未満の人
●受付期間　
２月１日（金）～４月 26日（金） 
●試験期日　５月 11日（土）
詳しくは下記に問い合わせください。
問自衛隊福島地方協力本部
会津若松出張所　☎（27）6724

　外部被ばく線量などあ
　なたの健康見守ります
　
　福島県では、原子力災害による放
射線の影響を踏まえ、県民の健康を
長期にわたり見守っていきます。そ
の出発点として「県民健康管理調査

基本調査問診票」を提出した人には、
23 年３月 11 日～７月 11 日までの
外部被ばく線量を通知しています。
　現時点で通知が届いていない人
は、現在急ピッチで作業を進めてい
ますのでもうしばらくお待ちくださ
い。まだ提出していない人は提出を
お願いします。

「出前書き方説明会・相談会」
●開催日時　土・日・祝日を除く午
前９時～午後４時
●人数　
１回あたり 10 名～ 15 名
問県立医科大学県民健康管理セン
ター　☎ 024（547）1786

　

 　双子・三つ子の家族の
　 交流会を開催します！

　双子・三つ子のお子さんのご家族
を中心とする交流会の「ツインズク
ラブ」が開催されます。双子・三つ
子のお子さんを出産予定の人もあわ
せて、お気軽にご参加ください。
●日時　
５月 10 日（金）、７月 12 日（金）、
９ 月 13 日（ 金 ）、11 月 ８ 日（ 金 ）、
26 年３月７日（金）
午前 10 時～正午
●場所　会津若松市保健センター
参加希望の人は、３日前までに電話
で申し込んでください。
※参加は無料です
問会津保健福祉事務所　児童家庭支
援チーム　☎（29）5278

猪苗代警察署管内の犯罪・交通事故
発生状況（平成 25 年２月 28 日現在）

１　犯罪発生状況

◎高齢者の万引きが増加しています。いつの時代もお
じいちゃんやおばあちゃんは「子どものお手本」です。
子どもたちが大好きと呼べるおじいちゃん・おばあ
ちゃんでいてください。

◎児童・生徒が外に出る機会が多くなります。見かけ
たら危険を予測して減速し、保護者は道路に飛び出し
をしないように指導願います。

２　交通事故状況

年別
町村別 平成 25 年 平成 24 年 増　減 増減率％

猪 苗 代 町 11 7 4 　  57.1
磐 　 梯 　 町 7 5  2 　  40.0
裏 　 磐 　 梯 2 5 △ 3 　 -60.0

　　　計 20 17 3 　  17.6

町村別
罪種別

猪苗代町 磐梯町 裏磐梯
25 年 24 年 25 年 24 年 25 年 24 年

窃盗犯計 11 6 7 3 2 4
空き巣
金庫破り
事務所荒らし
出店荒らし
倉庫荒らし
侵入盗その他
置引き 2
車上ねらい 1 2
部品ねらい
脱衣場ねらい 1
自販機ねらい
万引き 3 1
職場ねらい 1
さい銭盗
畑荒らし
スキー・
スノーボード盗 5 2 7 1 1 1
非侵入盗その他 1 1 1
自動車盗
オートバイ盗
自転車盗 2
その他の
乗り物盗
暴行・傷害 1
詐欺・横領

遺失物等横領 1
器物損壊 1

その他の刑法犯 1
総　計 11 7 7 5 2 5
増　減 4 2 △ 3

死亡事故 0 0 0 0 0 0
増　　減 0 0 0
人身事故 15 20 7 5 3 1
増　　減 △ 5 2 2

▼
４
月
４
日
に
開
催
さ
れ
た

区
長
委
嘱
状
交
付
式
で
は
、

１
０
９
名
の
区
長
の
皆
さ
ん

に
町
か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
度
も
、
区

長
の
皆
さ
ん
の
窓
口
役
と
し

て
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
、

誠
実
に
、
心
を
込
め
た
対
応

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。（
阿
部
）

▼
今
年
は
例
年
よ
り
桜
の
開

花
が
早
い
よ
う
で
す
。
県
内

に
も
桜
の
便
り
が
届
き
、
新

聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
も
目
に

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

猪
苗
代
で
の
開
花
も
間
近
で

す
。
こ
こ
数
年
は
じ
っ
く
り

桜
を
見
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

今
年
は
町
内
の
名
所
を
ゆ
っ

く
り
巡
っ
て
、
桜
を
堪
能
し

た
い
と
思
い
ま
す
。（
矢
森
）

健　　康

募　　集

善意をありがとうございます

○野口英世のふるさと猪苗代応援
寄付金として
・小檜山　勇次さん
  （神奈川県）　　　    100,000 円

・佐藤　忠雄さん
  （千葉県）　　　　　   36,000 円
○災害復興協力金として
・レイクヒル猪苗代住民　　　　
　　　　　　　　   　200,000 円

子 育 て

届　　出

消　　防

町の人口

 25 年３月 1 日現在の現住人口
　   人　口　　　15,369 人
　　世帯数　　　  5,054 戸
　　出生　  8 人　  転入　 12 人
　　死亡　22 人  　転出　 35 人

   今月の納期
（納期限４月 30 日）

●固定資産税　

 　　　　　　　１期分
 ●上下水道使用料
                        4 月分



Our  Museum
みんなの美術館

４月は猪苗代小学校のお友達の作品です
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■一口メモ■
　ジャガイモなどのいも類は、ご飯の仲間です。食べ過ぎると肥満の原因になるため、ジャガイモは１
日１個（中くらいのもの）を目安にしましょう。
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【材料】４人分
ジャガイモ  中２個・ニラ  1/2 束・ニンジン  1/3 本・ネギ
1/2 本・おから  120㌘・桜えび  ４㌘・卵  ２個・サラダ油
小さじ１・かつお節  適量・Ａ { 酢  大さじ１と小さじ１・しょ
うゆ  小さじ２}

【作り方】
① ジャガイモは皮をむいてすりおろす。ニラは２㌢の長
さに切る。ニンジンは２㌢の千切りにし、ねぎは小口切り
にする。
② ボウルに①とおから、空いりした桜えび、卵を入れて
よく混ぜ合わせ、小判型に形を整える。
③ 油を熱したフライパンで②の両面を焼き色がつくまで
焼く。皿に盛り、かつお節とＡをかけたら出来上がり。

【一人当たりの栄養量】　エネルギー 147㌔㌍、塩分  0.5㌘

おから入りふわふわお焼き

※作品は３年生時制作

※作品は４年生時制作 菅沼　朱
じ ゅ

響
の ん

さん（５年）

書道「大空」

とめ、はね、はらいをしっか
り書くように心掛けました。
特に気を付けたのが「大」の
右はらいで、曲げすぎないよ
うにしました。「空」がバラ
ンス良くまとめられたと思い
ます。小川　信

し ん

さん（４年）

「やさいの中のふしぎな世界」

野菜の中の世界を想像して描
きました。いろいろなお店や
水の流れる滑り台などがある、
楽しい世界です。想像したも
のをどう表現するか考えるの
が大変でしたが、思ったとお
りに描けました。


